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研究速報 リングストリッパーを用いた非開胸食道切除術

河野 辰 幸

出江 洋 介

目的 :深達が粘膜表層に止まる早期食道癌のうち,

広範囲病巣や著しい多発病変では非開胸食道切除術の

よい適応である
1)。この術式は用指的鈍的景J離や翻転

抜去法によりほぼ安定したものとなっているが
2),胸

部食道の剣離をさらに容易に行うため,器 具と使用法

を考案し,臨 床応用した。

対象と方法 :【実験的検討】雑種成犬 6頭 を用い,

試作器具(径2.5mmの ステンレス製ワイヤ
ーによる全

長40cm,外 径20,25ないし30mmの リングを先端部に

有する景J離具 (external esophageal ring stripper,

浜医科工業)に より,全 身麻酔下に非開胸食道切除を

行った。【臨床例】食道粘膜癌の 2例 (症例 1:59歳 男,

症例 2:54歳 男)に本法を施行した。【手技】まず頭部

で食道を景J離し,吻 合予定部位で離断.肛 門側の食道

切離端から食道周囲にリングストリッパ
ーをかがせ,

横へ倒しながら縦隔内へ挿入するとリング内側は食道

と密に接触する。 こ の後は食道をガイドとし,錨 子で

肛門側食道切離端を牽引しつつ リングを進めると,食

道外側を鈍的に剣離しながら若子の抵抗とともにリン

グは腹腔内の壁側腹膜下へ達する (Fig.1).

成績 t【実験的検討】 リングス トリッパ
ーによる胸

部食道の剣離所要時間は10～30秒と極めて短時間で

あった。開胸開腹による検索でも,縦 隔内出血は全例

30g以下であり,食 道周囲組織の肉限的損傷はみられ

ず,迷 走神経本幹は温存されていた。また,まJ離は食

道外膜のレベルで行われており,数 木の小血管や神経

の離断部が確認され,食 道そのものも筋層,粘 膜とも

に損傷はなかった.【臨床例】両症例ともに縦隔よりの

出血は殆ど見られなかった (各々の術中総出血畳450

g,600g)が ,外 径30mmの リングを使用した症例 1で

は約3cmの 下縦隔右壁側胸膜損傷と,因 果関係は不明

であるが左反回神経麻痺が発生し,切 除標本の筋層の

一部に縦走する損傷を認めた。20HIInリングを用いた

症例 2で は特別の異常を認めなかった。

考察 :本法では食道が外膜のレベルで リングス ト

リッパーに密着するため,周 囲組織の損傷や食道壁自

Fig. I Schema of blunt esophagectomy using a

ring stripper

体の損傷がほとんどないものと思われる。 このため,

頸部食道や腹部食道の景J離も食道再建に要す最小限の

範囲で十分であるが,食 道壁 とリングの間に険間ので

きない器具を用い,正 確に食道外膜のレベルで リング

による景J離を開始することが重要である。最近 Gerts‐

chら からの報告 もみられり,臨 床的には反回神経への

影響などさらに慎重な検討を加 える必要があるもの

の,手 技の容易さとともに従来法 と同等の安全性が期

待できるものと考える。
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